
わたしたちができる防災って何だろう



地震が発生したときは
どうすればいいかニャ？

この子
こ

は「あるる」と言
い

います。 

 

普段
ふだん

はみなさんの街
まち

の安全
あんぜん

を守
まも

る仕事
し ご と

をしているALSOK
ア ル ソ ッ ク

と

いう会社
かいしゃ

で働
はたら

いています。 

 

今日
き ょ う

は、みんなが安全
あんぜん

に、安心
あんしん

して毎日
まいにち

を過
す

ごすためにはどう

したらよいのかを学
まな

ぶ、「あんしん教室
きょうしつ

」でお話
はなし

している大切
たいせつ

なことを伝
つた

えるために来
き

ました。 

 

地震
じ し ん

、津波
つ な み

、台風
たいふう

、大雨
おおあめ

、洪水
こうずい

、高潮
たかしお

、豪雪
ごうせつ

、竜巻
たつまき

、火山
か ざ ん

の噴火
ふ ん か

等
など

、どれも身近
み ぢ か

にある災害
さいがい

です。 

 

今日
き ょ う

は、その中
なか

でも「地震
じ し ん

」が発生
はっせい

したときのことを想定
そうてい

して、

「あるる」と一緒
いっしょ

に学
まな

んでいきましょう。 

あるる



何ができるかニャ？



備えておけば安心だニャ！





日本付近で発生した被害地震の
震央分布図（2016年以降）

「自然災害への対処など家族や身近な人と
話し合ったことがない」理由

出典：国土交通省気象庁のデータを基にグラフ化

【先生・保護者の皆さまへ】
ALSOKが社会貢献活動の一環として実施している小学生向け出前授業

「ALSOKあんしん教室」では、防災をテーマとした授業「わたしたちができる防
災ってなんだろう」を2023年に新設しました。
授業では、子どもたちに災害発生時の「身近に潜む危険」について考えるきっか

けを提供するとともに、「自らの命は自ら守ることの大切さ」や、災害時に適切な
行動を取るためには日頃から防災を意識しておくことが重要であることを伝えて
います。
防災意識を身につけるためには、単に過去の災害事例を学ぶだけでなく、「何が

危険なのか」「どうすればその危険から身を守ることができるのか」を子ども自身
が考え、判断する力を養うことが重要です。
近年も地震による人的被害が発生しており、災害はいつ、どこで起きてもおかし

くありません。災害による被害を軽減するためには、建物の耐震化や防災用品の
備蓄といった「ハード面」の対策に加え、防災意識を高める「ソフト面」の取組みを
継続することが不可欠です。お子さんが、あんしん教室を受けて、どう感じたか、
何を身につけたかを、ぜひこの機会に話し合ってください。
本教材が自然災害への備えを始めるきっかけとなり、一人でも多くの命を守る

ことにつながることを願っています。
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